
主催：鳥取県性暴力被害者支援協議会　後援：鳥取県教育委員会　協力：鳥取県男女共同参画センター

ニュースで見ることも
増えてきたのは、

なにか変わってきて
いるのかな？

どうして
性暴力が

おきるの？

これって
女性の問題？ 

なかなか相談
しにくいのは
どうして？鳥取みたいな

田舎でも性暴力って
あるのかな？ 

無意識のうちに性暴力についての偏見や思い込みをしているかもしれません...。

正しく知らないために、被害者をさらに傷つけたり、性暴力を許す社会に加担して

しまったりすることがあります。 最新の社会の動向を知り、自分の知識や感覚を

アップデートして、自分に何ができるのか一緒に考えませんか？

参加費：無料
手話通訳 有

～沈黙を破るために、私たちにできること～

“性暴力”のこと

会場参加   定員100名 倉吉未来中心 セミナールーム３（倉吉市駄経寺町212-5）

オンライン参加   定員90名

2022
 13：30‒15：30（13：00開場）７月23日７月23日７月23日７月23日土土土土

要事前申込み
（申込みについては、裏面をご確認ください）
申込み締切７月8日（金）

千葉大学大学院社会科学研究院教授。専門は刑事法。ジェンダー法学会

副理事長、日本被害者学会理事。内閣府男女共同参画局女性に対する暴力

に関する専門調査会委員。NPO法人子どもセンター帆希理事長、NPO法

人千葉性暴力被害支援センターちさと副理事長。共著として、『治療的司法

の実践』、『ストーキングの現状と対策』、『性暴力と刑事法』など。論文とし

て、「性犯罪既定の改正が意味するもの」現代思想2018年7月号など。  

講師 後藤 弘子（ごとう ひろこ） さん



定員　会場参加：100名、オンライン参加：90名
会場参加またはオンライン参加のどちらかに◯をお願いします。

お名前 電話番号

参加方法

 FAX 番号

Eメール

（ふりがな） 会場参加 オンライン参加

キリトリキリトリ✂✂

要事前申込み　申込み締切７月8日（金）
郵送、または、ﾌｧｸｼﾐﾘ、電話、電子メールのいずれかで、申込み先までご連絡ください。

発熱等、体調に不調が生じた場合、参加自粛をお願いします。また、マスクの着用を

お願いします。 新型コロナウイルス感染状況によっては、オンラインにて講師にご講

演いただく場合があります。変更の場合は、性暴力被害者支援センターとっとり

（クローバーとっとり）のホームページ等でお知らせしますので必ずご確認ください。 

【新型コロナウイルス感染症対策へのお願い・注意事項】

●会場参加の方は、会場内でメッセージをご記載ください。
●オンライン参加の方は、事前にメッセージ用紙をメールにてお送り致します。 

性暴力の被害者・加害者・傍観者を生まない社会にするためのメッセージを書いて
みませんか? 皆さんのメッセージを「女性に対する暴力をなくす運動」等の機会に
展示します。この機会にぜひ、あなたの思いを届けてください。

あなたの思いを形にして社会へ届けませんか？

書
い
て

み
よ
う
！

MESSAGE

申込み先

〒680-0022鳥取市西町一丁目401 
鳥取県庁西町分庁舎２階  公益社団法人とっとり被害者支援センター内 
鳥取県性暴力被害者支援協議会　宛 
電話：0857-32-8211　FAX：0857－32－8233
E-mail：jimukyoku@sar-tottori.org 

クローバーとっとりの
HPはこちらから

性暴力被害者支援センターとっとり  クローバーとっとり

鳥取県と関係機関、団体が協力して、性暴力被害にあわれた方を支援する機関です。

あなたが安心して心身の回復ができるように一緒に考え支援します。

相談ダイヤル 24時間相談受付 相談無料 秘密厳守０１２０-９４６-３２８


